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自主のため 初の提案 成就せり 

校長  瀧 沢 靖 雄 

◇生徒総会で校則について決議 
 「初物」と言えば、誰しも旬の食材を思い浮かべるのではないでしょ 

うか。「初物を口にすると、７５日寿命が延びる。」などという言い伝え 

もあるそうです。 

この度の話題は食べ物ではなく、本校「生徒総会」における「初物」 

であります。それは、鳩中生が校則について自主的・実践的に議論する 

という初の試みの事です。かねてより、先生方の会議においても、校則 

については度々話題に上っていました。しかし今回は、生徒会中央委員 

会で話し合った内容に基づいて、各学級で校則についての学級会議を実施したのです。 

 項目は、「衣替えについては、移行期間にとらわれず、生徒の判断で行う」ことと「靴下
の色の規定を変更する」の２点でした。学級での話し合い結果は以下の通りです。 

特に、靴下の案では、改定票と現状維持票が拮抗しているため、生徒総会の場で意見を求
める場面がありました。それぞれ１人ずつではありましたが、全校生徒の前で意見表明のあ
ったことを大いに讃えたいと思います。これら、生徒の意見を尊重しながら、職員の会議に
おいて最終決定することを考えております。 

 生徒総会を実施するにあたり、これまで、再三にわたりリハーサルを行うなど、準備に力
を尽くしてくれた全ての人に心からの感謝と称賛の意を表します。本当にお疲れさまでした。 
◇あるボランティアに参加した人の物語 
  インドのカルカッタに、「死を待つ人々の家」という病院があるのをご存知でしょうか。 
ある時、そこで、ボランティアに参加した人のお話です。その施設は１９５２年に設立され、
現在では設備が少しずつ整い、約半数以上の方は無事に回復して退院できる病院としてリニ
ューアルされているのだそうです。 

 当のボランティアの方が、慣れない手つきで真剣に、死を待つ１人の老人の身体を洗って
いた時のことです。「もっとスマイルを・・・。この人は、あなたの顔を見ています。あな
たが真剣であればあるほど、あなたのスマイルが必要ですよ！」そう言って、ポンと肩を叩
かれ、ふと目をやると・・・。何と、声の主はマザー・テレサだったのだそうです。 

 彼女の指さす方を見上げると、壁に彼女の詩が掲げられていたのでした。 

「あなたの唇に浮かぶほのかな微笑みが、あなた自身の心を元気付け、素敵なユーモアがあ
なたを包み、あなたの魂に安らぎを呼び起こし、あなたの健康を祝福し、あなたの思考を滑
らかに引き出し、あなた自身の行動を自ずから勇気づけてくれるのです。」 
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